
StataのABC



過去のコマンドが
記録される

変数のリスト

推定結果が出力される

コマンドを入力しよう



• OLSのコマンド

reg Y X1 X2 X3

 --- 定数項を入れないならnoconstantとする

reg Y X1 X2 X3, noconstant

--- ロバスト標準誤差を使うなら

reg Y X1 X2 X3, r

• インターフェースを使って同じことができる

統計タブ→線形モデル他→線形回帰

ロバスト標準誤差のコマンドナ

OLS推定



例： 賃料の決定要因

--- Coefficient： OLS推定した値(_consは定数項、distanceはX)

--- Std. err.:   標準誤差

--- tは、帰無仮説：パラメータが0として計算したt値

--- P>|t|は、p値(0.01以下なら1%有意、0.05以下なら5%有意、

0.1以下なら10%有意、0.1より大きいなら有意でない)

--- R-squared:決定係数、Adj R-squared:自由度調整済み

--- F(1, 722): 全ての係数が0としたF値



• 1st Stage

reg X Z W1 W2, r

---内生変数Xと操作変数Zが相関しているか

・ 2nd Stage

ivreg Y (X=Z) W1 W2, r

--- ivreg Y (X=Z) W1 W2, first r

（firstと入れると1st Stepの結果も表示してくれる）

2SLS推定



（例）出産と労働時間との関係

・変数の定義

morekids：子供が2人より多い母親なら1、子供が2人だけなら0

  boy1st:最初の子供が男なら1、  boy2nd:二番目が男なら1

samesex: 最初の2人が同性なら1

agem1: 母親の年齢

  black:母親が黒人なら1、 hispan:母親がヒスパニックなら1

othrace:母親が黒人、ヒスパニック、白人ではない（アジア人など）

weeksm1:母親の労働時間（1979年に何週働いたか）



ivreg weeksm1 (morekids=samesex) agem1 black hispan othrace, first r

（firstと入れると1st Stepの結果も表示してくれる）

---1st Stepでは、操作変数だけでなく、すべての外生変数が含まれている

--- samesexは正で有意である

---女性の年齢が高いほど子供の数も多い

--- ヒスパニック、黒人、アジア人、白人の順で子供が多い



--- morekidsの係数は-5.82である

---女性の年齢があがると労働時間は増える

---黒人、アジア人、ヒスパニック、白人の順で労働時間が多い
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